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浅海域群集における稚仔魚をめぐる食う食われるの関係着
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近年，わが国においては浅海域の有用水産生物を増殖するために多くの研究が推進

されてきている。これらの研究は人為的に種個体群（Species population）が増

加しやすい条件をつくることによって漁業生産の増大にまで発展させうるような技術

の確立を目ざしている。一方では海域に放出される陸上産業の排乗物が生態系をどの

ように循環し，海産生物にどのように蓄積され生物生産機構にどのような影響をもた

らすかという問題，即ち生物の汚染問題にも強い関心がもたれている。

この二つの異なった問題が共通にかかえている核心的課題は海域における生物群集

（biotic conⅡnunity）の生産構造の中で種個体群がどんな地位（niche）1）に

あり，どのような機能的役割を演じているかということである。海における有用魚類

の多くは生活史の初期段階には沿岸の浅海域を主な生活の場としているが，沿岸群集

の中における具体的な生酒とその生産と消費の過程については不明な点が多い。

本研究は，資源生物の増殖と間引き，環境保全などを要素として含む漁業資源管理

が妥当な方法で進められるために基本的に要求される問題点，即ち天然の場における

生物生産機構を明らかにしようとするために計画された。

ここでは主に群集内の稚幼魚をめぐる食う食われるの関係（predator－Prey

relationships）について調べられた結果のうちその一部を報告する。

調査が行なわれた海域は茨城県沿岸のうち，久慈川河口域から阿字ケ浦に至る浅海

砂浜水城である。この海域では，黒潮分派と親潮第一分枝とが出合い，非常に複雑な

沿岸海況を示すとともに，寒暖両系統の魚類・甲殻類が季節的に出現して多彩な動物

相がみられる。

方　　　　　　法

茨城県の砂浜海岸の水深5m～15m海域において，

利網（目合60刑乱，2mX150m），板曳網（目合3

那花），ビームトロールネット（目合3郡訊，2m×1

m），シラス曳網（目合3椚訊），及び北原式動物プ

ランクトンネットなどの採集用具を用いて，1974年

から1977年の期間にわたって平均月1回動物採集を

行なった。

刺網の場合は2地点に24時間設置することによっ

て，板曳網ととし－ムトロ「ルネットの場合は6地点に

ついて約2ノットで10分間岸に沿って曳網すること

により，またプランクトンネットの場合には各地点

毎に鉛直曳きによってそれぞれ標本を採集した。

ホルマリン固定された標本を用いて種組成を求め，

魚類のすべてと甲殻類の主なものについて消化管内

食物種を調べた。

算　木報文中のFig．1－5，Tablelについては12貢～17貢を参照
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有胃のものについては幽門部まで，胃のない動物

については消化管のうちの胃相当部位まで，それぞ

れの範囲内で種の判定できる状態にあるものを選別

し種別に個体数を計数した。

胃内調査にあたっては，相対的に大型の魚類から

始めて次第に小型の魚類へと進めていく手法をとっ

た。次に各標本毎に捕食者の胃内食物生物出現率を

算出した。胃内食物種出現率の求め方は畑中・飯塚

（1962）の方法2）に従い，ある捕食種の調査個体数

に対する食物生物が出現した胃の数の割合で示した。

結　果　と　考　察

周年にわたる採集によって確認された動物種数を

プランクトン以外のものについて整理すると，ビー

ムトロールでは64種（魚類29．7％，甲殻類53．1％），

板曳網では60種（魚類66．7％，甲殻類16．7％），固

定式刺網18種（魚類90％以上）であって，大多数

が魚類と甲殻類によって占められている。

採集具の構造と性能に基づくsize－preference

によって種組成は明らかに異るが，この海域に周年

出現する代表種には魚類ではカタクチイワシ

（居れgrα払／乙∫ノ‘叩0れ乙Cα），そのほかはエビジャ

コ（Crα几タ0几α／J川乙∫），ヒラツメガ二（0和一

／叩β∫P払几Cα払∫），ミックリハマアミ（dcα一

花摘om　∫　∫m乙　∫比　比γ‥），ホソハサミヨコエ

ビ（Ponとocrαとβ∫　αZとαmαγ乙几払∫），及びカニ

類幼生などの甲殻類である。

食物連鎖関係

胃内食物種出現率の計算結果に基づいて捕食者と

被食者とを矢印で結び，各地点毎に食物網を求めた。

Fig．1は水深10mの水域で12月に板曳網で採集さ

れた生物群を調べた例を示しているが，これはこの

浅海城における群集の生産組織の代表例とみること

ができる。各生物名が書かれている位置は魚種間の

食物組成にみられる種間関係における食地位の相対

的水準を示している。矢印の方向は被食生物から高

い食地位にある捕食生物へと流れる物質とエネルギ

ーの移行する方向を表わしている。

魚類以外の生物について，胃内食物種が明らかで

ない場合にはその生物の運動能力を考慮して体の大

きさによって相対的食地位を決定した。

周年出現種のうら魚類の食物として重要な生物は，

カタクチイワシ，エビジャコ，Mysidacea，Am－

phipodaである。捕食者の摂餌内容をみるとエビジ

ャコとアミ類の捕食頻度がカタクチイワシを捕食す

る頻度に比べてはるかに高い傾向がある。中でもミ

ックリハマアミが最も多くの動物種に食われており

胃内出現個体数も最大である。

この海域では，年間を通して魚食性の大型魚の出

現は比較的少なく，主にエビジャコ，Amphipoda，

Mysidacea，Copepodaなどの甲殻類を食う小型

魚あるいは惟仔魚が大部分を占めている。

食われていた魚類のうちの大多数はカタクチイワ

シ又はそのシラスによって占められており，その他

の魚種の出現個体数が少ないところをみると，浅海

域が小型魚類あるいは豊度（abundance）の比較

的小さい種個体群の椎幼魚にとっては，十分な生残

量を維持するのに適した条件をもつ生活場であるこ

とを示しているものと考えられる。

食物をめぐる稚仔相互の関係

椎仔魚の食物生物を大きなカテゴリーにわけて比

較すると，先に述べたようにエビ類，Amphipod，

Mysidacea，Copepoda，Cumacea，その他の

幼生などのグループがあるが，一見魚達は互いに共

通のグループを食い合っているようにみえる。

そこでこれらの食物生物について種の段階での胃

内出現状況を詳細に調べてみる。例えば，体形のほ

ほ似かよった稚仔魚がこの海域に出現する1月の例

について述べると，Fig．2に示すように大多数の種

はCopepodaの類を食っていることになるが，スズ

キ（上α土eo／αムγα∬ノ叩0几乙C比∫）の椎魚（体長

0．6～1．3仇）は，dcrOCα∠αル払∫タ乙ムムer，ノもー

γαCα／α几払∫Pαγ〃比∫を主に食い，体長0・8～1・5

仇のイカナゴ（dmmod舛¢∫pgr∫0几α払∫）は

dcrocα／α几払∫Joルg乙COr71乙∫を，また4・0～4・1

mのアイナメ（ge∬叩γαmmO∫　0とαた乙乙），1・0～

1．5cmのアナハゼ（P∫払dodん几几㍑∫PγCOい

de∫），0．7～0．8mのムラソイ（56ムα∫と紺Pα－
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CんyCePんα∠比∫PαC旬C叩んαJM）などは上記捕

食者2種と同じ種も食うが更に別の桂まで範囲を広

げている。1月頃に出現する変態前にある体長0．7

～1．2mのイシガレイ（互αre乙払∫　ム乙COJorαと弘∫）

の胃からは甲殻類は殆ど見出されない。この時期に

はDiatOmやデトライタス（detritus）のような

食物をとっている。ところが3月に現われた体長

1．1～1．6仇のものではDiatOmのほかderOC－

αJαル払∫Jo几タもCOr几乙∫，dcαγとiα　eJα比∫乙など

のCopepoda，あるいはCopepodid及びCum－

aceaなどを食うようになりこの場合にも体長1．2

～1．9　cmのイカナゴ，2．7～3．1仇のギンポ類（ble－

nnoidea）1・6～3・0珊のクサウオ（LLPar乙S ta一

几αんα乙）などの食物種とは臭った種を選んでいる

（Fig．3）。

このように，ある食物種，例えばdcrocαJα几祉∫

ダ乙揖erのように複数の捕食者の胃から多数出現す

る場合もあるが，胃内に出現するすべての食物種が

相互に一致するということはない。これは各魚種が

種別発育段階毎に固有の生理的要求と摂餌能力をも

ら，従って，他種と完全には重り合うことのない生

活空間をもっていることを示す。そして，ある食物

種の豊度が高くその分布空間が広がるような場合に

は，異なる生活空間をもつ複数の捕食者は，摂餌能

力の限界の中でこれを分け合うことになると考えら

れる。

この現象は複数種が同一のnicheを共有しない

という原理1）と合致するものである。この原理は捕

食者と被食者の関係にある二つの種が固定的（ri－

gid）に結びついているのではなく，一捕食者は近

似した生活形をもってはいるが異なったmicro－h

abitatをもつであろういくつかの種がつくる餌生物

群に対して弾力性をもった選択のしかたをしている

ことを意味するものと考えられる。従って捕食者に

は幾種かの被食者のmicro－habitatそれぞれを

カバーするようなhabitatがあるといえる。この

ような傾向は季節的に種組成が変っても観察され，

また異なった水域3）においても同様の傾向が認めら

れる。食物をめぐる激しい競争を避けるための一つ

の適応の結果を示すものであろう。このことは人為

的にある種個体群を増加させようとする際にその生

産量の限界が何によって決定されるかを考えておか

なければならないことを示唆している。

椎仔魚と小型甲殻類の生体量関係

浅海城群集のうち低い食地位にある動物を体長5

cm未満の魚類椎幼魚と頭胸甲長10孤乱未満，甲幅長20

胡乱未満の小型甲殻類の2群に大別し，調査地点別の

種類数及び単位空間当りのbiomaSS（叩／／繍）を求

めて両群の季節的変動を比較してみる。

ここでは小型の甲殻類が比較的多数採集されるビ

ームトロール採集物について得られた結果を中心に

述べることにする。Tablelは上述の小型魚又は幼

椎仔魚及び小型甲殻類の出現状況を季節別に配列し

たものである。

周年出現率の大きいものとしては，魚類ではカタ

クチイワシ及びある種のハゼ類に限られるが甲殻類

ではその種類が可成り多いことがわかる。またこの

海域では1月から3月の期間に種々の幼稚仔魚の来

演がみられるのが特徴である。

Fig．4は各採集地点における魚類，甲殻類の種数

を1月～12月にわたって示したものである。白丸

は魚類，黒丸は甲殻類を示す。両群について各月毎

の種数が最も多い地点を表わす丸印を結んで季節変

化を追跡すると魚類では3月に著しい種数のピーク

があり，甲殻数では3月と9月の2回ピークがある

のが特徴である。

このような傾向に従って1月～2月，3月，4月

～7月，9月及び10月～12月の5期に区分して魚

類と甲殻類の湿重量で求めた生体量（biomass）相

関を調べFig．5に示した。

生体量は種数の場合と同様に同じ水域内において

も時空間的な変動を示すが，魚類と甲殻類の生体量

間には期間毎に線で囲まれた範囲の中での相関性が

認められる。これは捕食者としての椎幼魚とその可

成りの部分が被食者となっている甲殻類との間に生

産量総体として相互にバランスが維持されているこ

とを示すものである。このようなバランスが存在す

ることは，魚類，甲殻類の栄養を維持するために必
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要な場の生産力には限界があって，その限界の中で　　　本稿について貴重な御意見を賜わり，本誌に報告

各種個体群がそれぞれの食地位において栄養源を分　　掲載の機会を与えられた渡辺徹場長，標本の採集，

け合っていることを示していると考えられる。　　　資料整理などに協力された方々に感謝申し上げる。

ある特定種の増殖を計ろうとする場合に考慮しな

ければならないことはその幼惟仔が生活する場の収

容力（carrying capacity）の問題であって，

その種個体群の生産に必要な物質とエネルギーが一

次生産者からどのような生産構造を経てどのように

分配されるかを見極めることにある。また同時に，

ある魚種の群集内の地位（niche）がどの水準にあ

るかを知り，外部から添加された幼稚仔が天然に存

在する種個体群とともに群集構造の中でどの程度生

き残り得るかという時空間的選択についても適切な

判断が要求されるであろう。

以上の報告は現在もなお進行中の調査研究のうち

現在までに得られた結果の一部をとりまとめたもの

である。
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